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美波町議会だより 第61号

第４回定例会　各議員の賛否（全会一致の議案）
議　　　　案

議案第54号 専決処分承認令和４年度一般会計補正予算

議案第55号 町職員の給与条例の一部改正

議案第59号 令和４年度一般会計補正予算

議案第60号 令和４年度国民健康保険特別会計補正予算

議案第61号 令和４年度簡易水道会計補正予算

議案第62号 令和４年度公共下水道会計補正予算

議案第63号 令和４年度介護保険会計補正予算

議案第64号 令和４年度国民健康保険診療所会計補正予算

議案第65号 令和４年度水道会計補正予算

議案第66号 令和４年度病院会計補正予算

議案第67号 令和４年度公共下水道の汚水管渠工事請負契約

議案第68号 日和佐中学校体育館屋根改修工事請負契約

発議第５号 政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書

発議第６号 消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書

議案の名称は短縮してあります。

各議員の賛否（賛否の分かれた議案）� 議長…－　賛成…○　反対…╳　欠席…欠

議員名（議席番号順）

議　案

鈴
木
健
宏

北
山
朝
彦

中
川
尚
毅

松
本
晋
児

岩
瀬　

公

片
山
正
敏

戎
野　

博

遊
亀
聖
悟

春
田
裕
計

小
部
博
正

丸
龍
孝
敏

向
山
篤
宏
結果

議案第56号 町職員の定年等に関する条例の一部改正 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第57号 地方公務員法一部改正に伴う関係条例の整備 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案第58号 町職員の高齢者部分休業に関する条例制定 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 可決

議案の名称は短縮してあります。

12 月定例会の概要
（11月 30日から12月８日までの９日間開催）

影治町長から９月定例会以降の各課の取り組みの報告があった。
専決議案１件、条例議案４件、補正予算議案８件、契約議案１件の計 14件の提案理
由説明があった。
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◆
議
案
第
54
号

専
決
処
分
承
認

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

内容
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
給
付
事
業
に
係
る
事
務

費
と
電
気
、
ガ
ス
、
食
料
品
等

の
価
格
高
騰
を
受
け
た
子
育
て

世
帯
へ
の
給
付
金
（
６
７
２
０

万
円
）
を
計
上
。

質疑
中
川
議
員

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
の

内
容
と
対
象
者
へ
の
給
付
手
続

き
は
。

答弁
大
三
福
祉
課
長

給
付
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム

構
築
を
す
る
。
対
象
条
件
が
令

和
４
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

で
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
な
い

事
が
前
提
で
、
対
象
者
選
出
に

時
間
と
労
力
を
要
す
る
。
対
象

者
へ
は
、
確
認
書
を
送
り
返
信

し
て
も
ら
う
。
そ
れ
以
外
に
、

転
入
者
や
所
得
申
告
が
ま
だ
の

方
、
家
計
急
変
の
方
に
は
広
報

で
周
知
し
申
請
し
て
も
ら
う
。

質疑
向
山
議
員

職
員
採
用
に
つ
い
て
は
。

答弁
大
三
福
祉
課
長

こ
の
事
業
に
対
し
、
公
募

採
用
は
し
な
い
。
由
岐
支
所
の

会
計
年
度
パ
ー
ト
職
員
と
福
祉

課
職
員
の
業
務
経
費
を
、
本
事

業
で
計
上
し
業
務
に
充
て
る
予

定
。

採決
結果
可
決

（
賛
成
11
・
反
対
0
）

◆
議
案
第
59
号

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

内容
既
決
予
算
額
に
約
７
６
６

０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
71
億
４
５
２
７
万
円
と
し

た
。
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
事
業
費
で
、
物
価
高
騰

対
策
事
業
者
助
成
金
（
１
３
０

０
万
円
）
を
追
加
。

質疑
北
山
議
員

弁
護
士
費
で
、
成
功
報
酬

（
１
１
０
万
円
）
の
根
拠
は
。

　

う
み
が
め
荘
解
体
工
事
に
伴

う
ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
で
設
計

図
に
よ
る
把
握
は
で
き
て
い
る

か
。

　

農
業
委
員
会
費
の
時
間
外
勤

務
手
当
の
内
容
は
。

答弁
浜
総
務
課
長

賠
償
額
の
何
パ
ー
セ
ン
ト

と
聞
い
て
い
る
。
今
回
、
見
積

額
で
１
０
０
万
円
と
消
費
税
で

構
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
１
１

０
万
円
と
な
っ
た
。

答弁
岸
本
政
策
推
進
課
長

図
面
は
あ
る
が
、
目
視
し

た
と
こ
ろ
図
面
に
載
っ
て
な
い

改
修
箇
所
が
多
数
見
ら
れ
た
。

解体工事予定の「うみがめ荘」

答弁
近
藤
産
業
振
興
課
長

主
に
農
地
法
に
係
る
資
料

作
成
。

採決
結果
可
決

（
賛
成
11
・
反
対
0
）
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質疑
向
山
議
員

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す

ら
ぎ
」
の
返
還
金
内
容
は
。

答弁
大
三
福
祉
課
長

平
成
22
年
度
に
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
を
整
備
し
た
が
、
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
徳
島
県
津

波
浸
水
想
定
を
受
け
、
事
業
者

が
建
物
全
体
が
水
没
す
る
恐
れ

が
あ
り
利
用
者
の
安
全
確
保
が

困
難
と
判
断
。
平
成
30
年
に
事

業
廃
止
し
た
。

質疑
中
川
議
員

教
育
関
係
で
、
電
気
料
金

の
補
正
が
あ
る
。
老
人
施
設
等

に
も
補
助
し
て
い
る
か
。

答弁
大
三
福
祉
課
長

物
価
高
騰
支
援
で
、
介
護

施
設
、
障
が
い
者
施
設
及
び
養

護
老
人
ホ
ー
ム
へ
総
額
１
０
０

０
万
円
の
予
算
計
上
し
て
い

る
。

質疑
小
部
議
員

中
山
間
地
域
情
報
管
理
シ

ス
テ
ム
は
、
何
の
情
報
管
理
し

て
い
る
の
か
。

答弁
近
藤
産
業
振
興
課
長

農
用
地
利
用
に
つ
い
て
、

将
来
像
を
図
面
に
描
き
色
分
け

し
て
整
理
す
る
シ
ス
テ
ム
。

採決
結果
可
決

（
賛
成
11
・
反
対
0
）

◆
議
案
第
61
号

簡
易
水
道
会
計
補
正
予
算

内容
既
決
予
算
額
に
約
40
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
約
５

４
３
３
万
円
と
し
た
。
主
に
人

件
費
と
予
備
費
を
追
加
し
た
。

質疑
中
川
議
員

消
費
税
還
付
金
の
内
容

は
。

　

来
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
始
ま
る
が
、
課
税
者
登

録
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答弁
住
田
水
道
課
長

還
付
金
は
、
預
り
消
費
税

と
支
払
い
消
費
税
の
差
額
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
は
、
令
和
５
年

３
月
ま
で
に
届
け
る
た
め
随
時

準
備
を
進
め
て
い
る
。

採決
結果
可
決

（
賛
成
11
・
反
対
0
）

◆
議
案
第
68
号

日
和
佐
中
学
校
体
育
館
屋

根
改
修
工
事
請
負
契
約

契
約
方
法
（
指
名
競
争
入
札
）

契
約
金
額
（
５
１
９
０
万
円
）

契
約
相
手（
葵
建
設
株
式
会
社
）

内容
築
21
年
を
経
過
し
、
雨
漏

り
が
体
育
館
内
に
複
数
ヵ

所
あ
る
。
そ
れ
を
改
善
改
修
す

る
全
面
ふ
き
替
え
す
る
工
事
。

事業廃止の「やすらぎ」

改修予定の「日和佐中学校体育館」
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質疑
北
山
議
員

由
岐
小
・
中
学
校
の
体
育

館
改
修
工
事
と
は
工
法
が
違
う

こ
と
で
、
今
ま
で
質
疑
し
て
き

た
。
先
の
文
教
委
員
会
学
校
視

察
で
、
各
体
育
館
の
鋼
の
太
さ

は
日
和
佐
中
学
校
体
育
館
が
細

い
よ
う
に
感
じ
た
。
こ
の
体
育

館
は
、
震
災
時
避
難
場
所
に

な
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
定

例
会
で
、
強
度
的
に
余
裕
が
な

い
と
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
で
震
災
時
対
応
で
き

る
の
か
。

答弁
坂
本
教
育
次
長

強
度
的
に
劣
っ
て
い
る
こ

と
は
決
し
て
な
い
。
由
岐
小
・

中
学
校
体
育
館
の
屋
根
の
荷
重

部
分
が
二
重
構
造
に
す
る
工
法

で
も
、
耐
え
れ
る
だ
け
の
強
度

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
日

和
佐
中
学
校
は
、
一
旦
外
し
て

新
た
に
ふ
き
替
え
る
工
法
で
な

い
と
荷
重
に
耐
え
ら
れ
な
い
と

い
う
診
断
が
あ
り
、
ふ
き
替
え

工
事
と
し
た
。

質疑
中
川
議
員

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
は
、
屋
根

が
別
だ
が
同
時
に
行
う
理
由
は

あ
る
の
か
。

答弁
坂
本
教
育
次
長

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
に
は
、
具

体
的
に
雨
漏
り
は
な
い
。
屋
根

の
継
ぎ
目
の
鋼
板
が
錆
び
て
お

り
、
今
後
放
置
し
て
お
く
と
雨

漏
り
の
可
能
性
か
ら
全
面
的
に

屋
根
の
張
り
替
え
を
行
う
。

討論
反
対　

な
し

賛
成　
北
山
議
員

　

強
度
的
に
は
安
全
と
教
育
次

長
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で

あ
れ
ば
、
早
く
教
育
現
場
の
環

境
を
良
く
す
る
た
め
、
防
災
面

か
ら
も
早
急
に
改
修
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
こ
と
か

ら
賛
成
す
る
。

採決
結果
可
決

（
賛
成
11
・
反
対
０
）

◆
発
議
第
５
号

政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
例

の
参
加
・
調
印
・
批
准
を

求
め
る
意
見
書

提
出
者　
丸
龍
議
員

賛
成
者　
松
本
議
員

内容
「
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
」

と
し
て
核
兵
器
全
面
禁
止

の
た
め
に
、
真
剣
に
努
力
す
る

証
と
し
て
、
日
本
政
府
に
対
し

て
核
兵
器
禁
止
条
例
に
参
加
、

調
印
、
批
准
を
求
め
る
。

質疑
北
山
議
員

意
見
書
に
は
、
提
出
先
に

内
閣
総
理
大
臣
と
外
務
大
臣
と

な
っ
て
い
る
。
衆
議
院
議
長
や

参
議
院
議
長
に
も
提
出
を
し
な

い
の
か
。

答弁
丸
龍
議
員

可
能
で
あ
れ
ば
提
出
先
に

追
加
す
る
。

採決
結果
可
決

（
賛
成
11
・
反
対
０
）

◆
発
議
第
６
号

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
実
施
中
止
を
求
め
る
意

見
書

提
出
者　
鈴
木
議
員

賛
成
者　
遊
亀
議
員

内容
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
中
小
企
業
や
小
規
模
事

業
者
は
深
刻
な
状
況
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
が
実
施
さ
れ
、
登
録
す
る
と

納
税
義
務
や
事
務
的
負
担
が
増

え
事
業
者
の
成
長
意
欲
の
低
下

を
招
き
、
地
域
経
済
の
衰
退
に

拍
車
を
か
け
る
の
で
制
度
の
中

止
を
求
め
る
。

質疑
な
し

採決
結果
可
決

（
賛
成
11
・
反
対
０
）

税務署の登録番号が付いた領収書・請求書を
発行する。
令和５年 10月１日から始まる制度で、現在、
税務署で申請が受付けられている。

インボイス制度（適格請求書等保存方式）とは
詳しくは
こちらを
ご覧ください。

インボイス制度
特設サイト


